
国
立
大
学
法
人
京
都
大
学
教
職
員
給
与
規
程
及
び
国
立
大
学
法
人
京
都
大
学
日
々
雇
用
教
職
員
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
平
成
十
六
年
達
示
第
百
三
十
二
号
）

第
一
条

国
立
大
学
法
人
京
都
大
学
教
職
員
給
与
規
程
（
平
成
十
六
年
達
示
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び
特
地
勤
務
手
当
等
」
を
「
、
特
地
勤
務
手
当
等
及
び
寒
冷
地
手
当
」
に
改
め
、
同
項
を
第
三
項
と
し
、
同

条
第
五
項
を
第
四
項
と
す
る
。

第
三
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
寒
冷
地
手
当
）

第
三
十
三
条

寒
冷
地
手
当
は
、
十
一
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
各
月
の
初
日
に
お
い
て
、
国
立
大
学
法
人
京
都
大
学
教
職
員
寒
冷
地
手
当
支
給
細
則
（
以
下

「
寒
冷
地
手
当
支
給
細
則
」
と
い
う

）
に
定
め
る
支
給
地
域
に
在
勤
す
る
教
職
員
（
寒
冷
地
手
当
支
給
細
則
に
定
め
る
教
職
員
を
除
く

）
に
支
給
す
る
。

。

。

２

本
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
寒
冷
地
手
当
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
寒
冷
地
手
当
支
給
細
則
に
定
め
る
。

第
三
十
九
条
第
二
項
中
「
及
び
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
」
を
「
、
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
及
び
寒
冷
地
手
当
」
に
改
め
る
。

第
二
条

国
立
大
学
法
人
京
都
大
学
日
々
雇
用
教
職
員
就
業
規
則
（
平
成
十
六
年
達
示
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
中
「
十
月
三
十
一
日
（
そ
の
日
が
日
曜
日
に
当
た
る
と
き
は
そ
の
前
々
日
と
し
、
そ
の
日
が
土
曜
日
に
当
た
る
と
き
は
そ
の
前
日
と
す
る
）
に

在
職
す
る
」
を
削
り

「
あ
り
、
当
該
年
度
の
冬
期
（
お
お
む
ね
十
二
月
か
ら
翌
年
二
月
末
ま
で
）
を
通
じ
て
雇
用
を
予
定
さ
れ
て
い
る
」
を
「
あ
る
」
に
改

、

め
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
六
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。


